
 

 

 

 

みのまわりをよく見
み

ると、ふしぎなことがたくさんあります。どん

なふしぎがあるか、さがして、じぶんでしらべてみましょう。そして、

しらべたことをみんなにわかるように、まとめてみましょう。 

１ しらべたいことをきめましょう。 

しらべたいことがきまらないときは、こんなほうほうがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ じっさいにけんきゅうをすすめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
保護者や先生へ：著作権など研究に関する注意事項も科学展のページに掲載しています。

みのまわりのしぜんをかんさつしましょう。 

・どんな色
いろ

の花
はな

がおおいのだろう。 

・カブトムシはどんなところにいるのだろう。 

・くだもののたねはいくつあるのだろう。 

かがくするなつ（１、２年
ねん

生
せい

よう） 

じゅぎょうでもっとしりたかったことをしらべてみましょう。 
・花

はな

にあつまる虫
むし

をしらべよう。 

・いろいろな形
かたち

のドングリのころがりかたをしらべよう。 

・ゴムをつかったよくとぶおもちゃづくりをしてみよう。 

 

まえの年
とし

にしらべたことをつづけましょう。 

・さく年
ねん

はダンゴムシのたべものをしらべたから、こ年
とし

はダンゴムシの

せいちょうのしかたをしらべてみよう。 

・こ年
とし

は、いつから、どんなセミがなきはじめるのかしらべてみよう。 

ともだちのさくひんを見
み

てみましょう。 

熊
くま

本
もと

県
けん

立
りつ

教
きょう

育
いく

センターホームページの「科
か

学
がく

展
てん

」の中
なか

にある「これまで

の科
か

学
がく

展
てん

」に、ともだちのさくひんがたくさんあります。そこから、ヒント

になるものをさがすこともできます。 

○ かんさつするときには 

・何
なに

をかんさつするのかをきめましょう。 

・いつかんさつするのかをきめましょう。 

・できるだけ、まい日
にち

、こん気
き

づよくかん

さつしましょう。 

○ じっけんするときには 

・どうしたらしらべられるかをかんがえましょう。 

・じっけんにつかうものをかんがえましょう。 

・何
なん

かいもじっけんをして、こん気
き

づよくとりくみ

ましょう。 

○ そのほかには 

・見
み

つけたことや気
き

づいたことは、えや文
ぶん

でかいておきましょう。 

・けがやじこがないように、ちゅういしてけんきゅうをすすめましょう。 

・もっとくわしくしりたい人は、熊
くま

本
もと

県
けん

立
りつ

教
きょう

育
いく

センターホームページの 

「これまでの科
か

学
がく

展
てん

」の中
なか

にある「入賞
にゅうしょう

作品
さくひん

」や「私
わたし

たちの科
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

」

を見
み

てください。 

 

みんなの 
じゆうけんきゅうを
おうえんするよ！ 

 



けんきゅうのまとめかた 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※くわしい研究
けんきゅう

の方
ほう

ほうや作品
さくひん

の書
か

き方
かた

などは、学校
がっこう

の 

先生
せんせい

にきいてください。 

※「科学
かがく

する夏
なつ

」は、コピーして利
り

用
よう

されて結構
けっこう

です。 

※熊本
くまもと

県立
けんりつ

教育
きょういく

センターのホームページで全
すべ

ての作品
さくひん

を 

見
み

ることができます。 

熊本
くまもと

県立
けんりつ

教育
きょういく

センター理科
り か

研修室
けんしゅうしつ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットで 

ともだちのさくひんをみてみよう！ 

かがくてんのページ 

○ けんきゅうのけっか 

・しらべたけっかやかんさつ、じっけんのけっかなど 

を、えやひょう、しゃしん、グラフなどをつかって 

わかりやすくかきましょう。 

 

 

 

 

 

・しゃしんをのせるだけでなく、おおきさ、かず、い 

ろ、においなど、きづいたことをかきましょう。 

・けんきゅうのほうほうにかいたじゅんに、けっかを 

まとめましょう。 

・かんさつやじっけんにつかったどうぐ、きろく、 

ノートなどのしりょうは、のこしておきましょう。 

○ けんきゅうのだい名
めい

 

・けんきゅうのなかみがよくわかるようななまえをつけ 

ましょう。 

 

○ けんきゅうのほうほう 

 ・どんなやりかたでしらべたり、じっけんしたりしたか

をかきましょう。 

・どんなどうぐやざいりょうをつかったか、ずやしゃし 

んをつかって、みる人にわかりやすくせつめいしまし 

ょう。 

○ まとめ（わかったことやかんがえたこと） 

・このけんきゅうをやってみて、どのようなことがわ 

かったかをかきましょう。 

 

 

 

 

・さきにじぶんのよそうをかいていれば、よそうと 

あっていたか、またはどうちがっていたかをかきま 

しょう。 

 ・もっとしらべたいことなどをかきましょう。 

○ けんきゅうのもくてき（きっかけ） 

・なぜそのけんきゅうをはじめたのか、なにをしらべた 

いのかをかきましょう。 

 

 

 

 

 

・さきにじぶんのよそうをかいてもいいでしょう。 

 

 

 

１年生の夏、アサガオの１つのタネからいくつ花がさ
くのかな？と花の数しらべをした。夏休みがおわって学
校がはじまっても花はさきつづけたので、かんさつをつ
づけた。秋になっても・・・・・。そして、今年は、どの
ようにして、タネができるのか。じっけんかんさつにチ
ャレンジした。 

じっけんかんさつ④から、アサガオは、つぼみの時に、
おしべが下からぐんぐんのびていくことで、・・・虫に花
ふんをはこんでもらわなくても「じゅふん」できるしょく
ぶつだということが分かった。 

 ７月１０日から１２月２１日までの１６５日間、まい
日のかんさつと日記は、あとからめんどうくさくなって
やめてしまおうかなとも思った。でも、「つづけること
が大じだよ。」と・・・こうやってくりかえしていくの
だなと思った。今年もできた黒いアサガオのタネ。アサ
ガオさん、春がまちどおしいね。 

 かんさつ日記を見ながら、しりょう①としりょう②にや
く５か月間の記ろくをまとめる。しりょう①で、花がさき
つづけた・・・さいてい気おんとさいこう気おんを下のひ
ょうにまとめた。 

はじめに花の数しらべをまとめたところ、花がさきつ
づけているき間とさかないき間（お休み）があった。そ
こで、花がさきつづけているき間を１つのグループにし
たところ８つのグループに分けることができた。・・・
はっぱもなくなって、つるも子ぼうもちゃ色くなった。 


